


やす自己紹介

● 日本で元エンジニア

● アメリカのゲーム会社(Data Analyst)
● シリコンバレーで投資事業



投資は自己責任
当チャネルでは株式や債券などの様々な金融商品の紹介、解説を行っておりますが、これ

らの投資は元本を保証するものではございません。

投資にあたってはそれぞれの金融商品における元本割れなどのリスクを十分に理解いただ

いた上で、自己責任にて投資を行ってください。当チャネルでは可能な限り正確な情報を掲

載するよう努めておりますが、情報が誤っている・情報が古くなっている可能性がございま

す。当チャネルに掲載された内容によって生じた損害等の一切の責任を負いかねますので

ご了承ください。



● パリ協定

● 世界的な環境問題への意識の高まり

● ガソリン車廃止の明確な目標設定 => EVはまさに始まろうとしてる

● バイデン大統領のクリーンエネルギー政策

● ブルーウェーブ

● 何よりも、若い人たちの間で意識が高まっている(CA)

長期的には視界が良好なクリエネ



しかし、投資のリスクは知っておくべき



● すでに割高懸念

● フリップバスターの存在

● 「Manchin」民主党議員の存在

3つのリスク



すでに割高懸念



Tesla



Enphase



Plug Power



Blink



● すでにこのような銘柄でうじゃうじゃなので、少なくとも話題銘柄に乗っ

ていくのは結構難しい

● 話題銘柄に集中してない PBWかPBDが良いのではと考えてるのもこう

いった理由から。これらのETFにはまだクレイジーになってない銘柄も

多い

○ 個別でやるならPBW,PBDの中からまだ上がってない銘柄探すnな
どの作業が必要

● また、このような理由から、クリエネではなく、ビヨンドクリエネ、ビヨンド

EVにすでにテーマが向いてる

○ 自動運転AI、リチウム電池、レアメタル(リチウム)

割高



クラッシュもありえると思う



フリップバスターの存在



フリップバスターとは



バイデンの政策には困難がつきまとう

● クリーンエネルギーへの財政支出へのブレーキ

● それだけでなく

○ 増税

○ オバマケア

○ 新たな経済支援金、及び使途

○ クリエネに関する法案制定

上院は良識の府。マイノリティに拒否権というパワーが
ある



「Manchin」民主党議員



民主党でも保守よりの「Manchin」議員

● 社会主義を嫌う。

● フリップバスター撤廃も反対

● GA州の勝利でキャスティングボードを握る



まとめ



まとめ-1

● ブルーウェーブとはいえ共和党が50人抑えてる限り、影響のある政策を

通すのは難しい

○ 引き続き共和党との交渉が必要になる。妥協はするとおもう

○ 一方で、議長は民主党になるのでそこのパワーバランスは変わる

● 過半数ですらManchinが結構曲者っぽい

● すなわち、クリエネが盛り上がるような法案は大きくは期待できない（それ

でも少しずつ出てくるとおもうけど）



まとめ-2

● クリエネを持つなら話題銘柄ではなく、PBW, PBDなどの分散の方が今は

いいと考える

● また、テスラ・NIOなどのメジャーどころよりもリチウム電池や自動運転な

のどのビヨンドEV, ビヨンドクリエネを積極的に見に行くステージだとおもう

● あくまでもPFの1〜3割が良さそう

● 金融緩和の終了とともにクラッシュは超警戒。決して黙ってホールドOKで
はない。逆指値・トレーリングストップ忘れずに




